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ハ
タ
!
ハ
チ

六
八
一

ハ

タ

フ

タ

ン

タ

ヤ

幡

生

締

結

能

美

郡

の

式

内

一

成

。

る

。

ハ

チ

プ

セ

ヤ

マ

八

伏

山

鳳

至

郡

高

巣

山

の

東

枇
で
あ
る
が
、
所
在
は
樟
か
で
な
い
。
式
内
等
萄
匙
一
ハ
チ
オ
ウ
ジ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
八
王
子
の
鞍

4
カ
一
ハ
チ
ジ
ヨ
ウ
ノ
ミ
ヤ
ト
モ
タ
ダ
シ
ン
ノ
ウ
ヒ
八
一
南
に
在
る
o
高
さ
蕊
四
四
米
。
地
質
輝
石
安
山
岩
。

砲
に
、
『
幡
生
前
世
。
式
内
一
座
。
苗
代
郷
吉
竹
村
銀
一

γ
ト
ウ
セ
イ
パ
ツ
関
東
征
伐
o

一
保
宮
智
忠
親
王
犯

J
y
y
y
g
ウ
イ
Y

鍵
照
院
。
一
ハ
チ
プ
セ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
八
伏
山
按
叉
鉢
伏
山

座
。
今
稽
=
呉
服
明
跡
之
官
古
幡
生
一
庄
之
惣
祉
也
0
』
一
ハ
チ
ガ
サ
キ
八
ゲ
崎
鹿
島
郡
能
菅
島
庄
に
圏
一
ハ
チ
ス
ノ
ウ
ラ
建
J

浦
宗
祇
方
角
抄
に
、
『
加
一
・
に
作
り
、
城
祉
は
羽
咋
郡
本
江
の
山
頂
に
在
る
。
天

と
い
ひ
、
里
人
機
織
を
業
と
す
る
も
の
、
機
地
視
と
一
ず
る
部
務
。
文
明
十
三
年

E
周
向
田
代
官
三
階
家
吉
一
賀
凶
分
、
惑
の
浦
、
越
前
の
ひ
が
し
な
り
。
金
訟
の
一

E
七
年
祖
弁
景
隆
・
=
一
宅
長
服
、
配
下
の
綿
入
代
越

縛
す
る
絹
の
織
端
を
断
っ
て
こ
の
柿
に
献
じ
、
製
織
一
の
判
替
に
は
、
峰
崎
と
醤
ず
る
。
一
宿
よ
り
こ
里
あ
ま
り
ゆ
け
ば
加
賀
の
境
な
り
。
惑
の
一
申
・
温
弁
筑
前
を
置
い
て
之
を
守
ら
せ
た
o
入
年
三

の
精
良
を
祈
る
と
い
ふ
が
、
一
幡
生
庄
の
位
置
が
吉
竹
一
ハ
チ
ガ
ザ
キ
鉢
ヶ
崎
珠
洲
郡
蛸
島
に
在
る
。
一
捕
は
入
江
な
り
o
』
と
あ
る
o
こ
の
毘
述
は
唆
昧
で
あ
一
目
局
長
越
龍
は
越
中
か
ら
衆
り
、
扇
水
に
饗
し
た
が
、

あ
た
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
、
こ
の
幡
生
紳
祉
一
能
菅
名
跡
志
に
、
『
蛸
島
境
に
鉢
ヶ
崎
と
て
あ
り
。
不
一
る
が
、
慈
の
捕
は
即
ち
越
前
の
北
潟
で
あ
り
、
今
も
一
閤
一
一
一
周
八
代
等
が
痛
か
に
之
を
窺
う
た
か
ら
、
連
施

は

式

内

の

そ

れ

で

は

な

い

。

一

思

議

の

探

也

o
是
は
濃
澄
大
師
の
鉢
の
子
を
納
め
し
一
そ
の
沿
岸
に
諮
ヶ
捕
が
あ
る
o
夫
木
集
・
名
寄
・
松
繋
一
は
之
を
鰻
返
し
、
強
ん
で
鉢
伏
の
山
崎
宥
を
陥
れ
、
家

ハ
タ
フ
リ
ヤ
マ
旗
降
山
江
沼
郡
大
聖
寺
を
東
一
塚
な
り
o
依
て
鉢
ヱ
附
と
い
へ
り
o
』
と
混
ず
る
。
一
銭
等
に
皆
加
賀
と
す
る
も
の
は
、
固
よ
り
認
で
あ
る
。
一
臣
鈴
木
因
幡
を
置
い
た
o
然
る
に
六
月
長
嫌
亦
之
を

に
去
る
こ
と
一
一
一
粁
、
馬
場
領
に
あ
る
o
俗
俸
に
祐
一
ハ
チ
カ
タ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
鉢
形
の
職

4
カ

ν
ト
一
ハ
チ
ダ
イ
ジ
八
大
寺

4
チ
ユ
ウ
グ
ウ
ハ
チ
イ
一
一
帯
は
う
と
し
た
の
で
、
図
臓
は
自
ら
火
を
放
っ
て
砦

山

法

皇

崩

御

の

時

こ

の

山

に

白

旗

が

降

っ

た

と

い

一

ウ

セ

イ

パ

ツ

関

東

征

伐

o

一

y

中

宮

入

院

。

一

を

焼

捨

て

た

。

J

o

-

-

ハ
チ
ガ
ホ

9
蟻
ヶ
堀
金
締
本
多
民
下
邸
の
中
二
ハ
チ
タ
ロ
ウ
タ
ウ
ゲ
八
太
郎
熔
ね
タ
ロ
ク
一
ハ
チ
ペ
Z
シ
ョ
ウ
ヂ
八
兵
衛
小
路
金
稼
材
木

ハ
タ
マ
サ
フ
サ
羽
田
正
房
沼
稽
源
次
郎
・
源
右
一
凱
昨
皆
の
向
か
う
地
内
に
大
き
な
拙
が
あ
っ
て
、
そ
一
風
表
部
鈴
屋
の
う
ち
谷
内
か
ら
、
上
山
の
内
総
縫
に
一
町
今
の
六
丁
目
の
小
路
で
あ
っ
た
。
も
と
藩
士
跡
尾

衛
門
・
源
太
夫
。
元
女
三
年
焚
偲
左
衛
門
正
永
の
配
一
の
名
を
麟
ヶ
姻
と
縛
し
た
が
、
後
漸
〈
腿
も
れ
て
悉
一
軍
る
聞
の
峠
。
高
さ
二
ご
回
米
o
文
化
の
書
上
に
、
一
八
兵
衛
の
暦
邸
が
あ
っ
た
と
い
ふ
o
櫛
尾
八
兵
衛
の

分
知
ご
百
石
を
受
け
、
大
小
将
・
奥
小
勝
・
表
小
勝
と
一
〈
水
田
と
な
っ
た
。
昔
此
の
地
に
蛤
悶
伊
賀
な
る
本
一
も
と
は
若
山
越
と
い
ろ
た
が
、
今
は
唱
へ
ぬ
と
あ
る
。
一
俸
は
明
ら
か
で
な
い
。

な
り
、
貿
暦
十
二
年
御
使
番
か
ら
段
々
昇
進
し
て
御
一
多
民
の
家
老
の
邸
が
あ
っ
て
、
嶋
岡
姻
と
帯
し
た
の
一
ハ
チ
ノ
八
野
羽
咋
郡
抑
水
大
海
庄
に
属
す
る
一
ハ
チ
ボ
タ
八
木
腿
長
九
年
八
用
朔
日
附
の
定

締

廻

顕

に

宝

り

、

究

明

六

年

ご

周

二

百

石

を

加

へ

、

一

を

呼

ぴ

誤

っ

た

も

の

で

あ

る

と

い

ふ

。

一

部

務

。

一

替

に

、

『

新

穂

の

事

。

九

用

よ

り

ご

周

ま

で

、

上

々

稿

八
年
=
一
周
十
八
日
六
十
践
を
以
て
残
し
た
。
一
ハ
チ
ジ
ツ
サ
イ
号
ノ
八
+
歳
者
文
政
九
年
十
一
ハ
チ
ノ
ス
イ
シ
銭
巣
右
江
沼
郡
帯
提
に
産
す
一
京
利
一
升
に
付
て
、
入
木
一
升
軍
合
宛
た
る
べ
き

ハ
タ
ヤ
マ
イ
シ
畑
山
石
江
沼
郡
下
縞
聞
か
ら
一
こ
周
の
令
に
、
『
町
中
支
毘
之
男
女
、
七
十
歳
よ
り
裁
一
る
。
樽
紅
色
の
石
英
組
商
岩
で
、
火
山
溢
出
の
際
瓦
一
事
。
』
叉
元
和
ご
年
八
用
の
定
番
に
、
『
笛
年
賀
米
無

産
す
る
石
封
。
石
英
粗
面
岩
質
の
凝
灰
質
砂
土
で
、
一
許
々
々
於
手
前
し
ら
ぺ
器
、
八
十
歳
に
相
成
候
は
ど
二
期
の
鑓
に
多
敏
の
気
抱
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
堅
一
皆
梼
以
前
、
百
姓
か
た
よ
り
八
木
斑
買
竪
被
成
御
停

黄
色
を
帯
び
、
輯
置
で
あ
る
。
一
其
段
以
寄
付
可
及
断
候
。
』
と
あ
る
。
こ
れ
は
金
海
域
一
固
な
る
が
故
に
石
餓
飽
等
に
用
ひ
ら
れ
る
。
一
止
。
』
な
ど
L
あ
る
o
こ
の
八
木
は
米
の
事
で
、
滞
末

ハ
タ
ヲ
カ
畑
岡
江
沼
郡
熊
坂
の
内
の
小
字
。
一
下
の
み
の
事
と
見
え
る
。
丸
十
齢
者
に
は
養
老
の
技
一
ハ
チ
ノ
タ
八
f

田
臨
荒
郡
山
田
郷
に
臨
す
る
一
ま
で
も
文
書
に
往
々
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ハ
タ
ヲ
リ
畠
訴
務
政
時
代
に
、
畠
地
の
牧
盆
一
持
を
給
う
た
が
、
八
十
歳
者
に
そ
の
例
が
な
い
か
ら
二
部
務
。
明
治
申
に
歪
り
、
院
内
・
西
安
寺
と
併
せ
て
一
ハ
チ
マ
イ
ダ
ヅ
チ
八
枚
目
土
能
美
郡
花
坂
地

を
考
ヘ
、
田
の
幾
分
一
に
嘗
る
と
す
る
則
合
を
以
て
一
何
の
必
要
が
あ
っ
て
こ
の
調
査
を
行
は
し
め
た
か
は
一
瑞
穏
と
改
稿
し
た
。
一
内
な
る
活
稽
八
枚
悶
よ
り
出
る
粘
土
で
、
天
保
七
年

租

を

徴

す

る

を

い

ひ

、

折

を

懸

け

る

と

も

付

け

る

と

一

明

ら

か

で

な

い

。

一

ハ

チ

ノ

タ

孟

八

J

谷
河
北
都
銀
野
郷
に
毘
す
一
一
陶
工
八
兵
衛
の
震
見
に
係
り
、
九
谷
焼
の
原
料
に
用

も

い

ろ

た

。

例

へ

ば

二

つ

折

と

い

へ

ば

畠

二

段

を

以

一

ハ

チ

シ

マ

八

島

臨

京

都

赤

制

部

務

の

神

に

在

一

る

部

務

。

一

ひ

ら

れ

た

が

、

鍋

谷

石

の

震

見

後

は

用

ひ

ら

れ

ぬ

。

て

回

一

段

に

相

笛

せ

し

め

る

類

で

あ

る

。

亭

保

十

年

了

。

島

。
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ン

八
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↓

ハ

チ

マ

y
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ヤ

の
醤
上
に
、
『
菜
畑
・
稗
畑
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